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私たちのグループの研究の目標は、何か役に立つ仕事ができるような分子マシンを作ることである。

分子マシンとは、簡単に言えば分子レベルの小さなロボットを指す。近年の顕微技術の進歩とともに、

様々な種類の天然の分子マシンが生物の中に数多く存在して、私たち自身を含む生物の営みを担ってい

ることが分かってきている。これらの天然の分子マシンに触発されて、これまでに様々な人工の分子マ

シンを作る試みが行われてきたが、これらはまだまだ原始的な段階と言える。例えば DNA を用いた人

工的な分子論理ゲートや、DNA だけで構成された DNA ロボットなどの分子機械が作られている。しか

し、現状の DNA ロボットの速度は例えば生物由来の機械と比較して数万分の 1 であるなど性能は非常

に低く、これをそのままアクチュエータに使うことは現実的ではない。 
そこで本発表では、生物が進化の過程で培ってきた高速な分子機械をエンジンとして、これに

DNA 結合能などの機能を人

工的に付加することで高速

で高効率な分子マシンを駆

動部品とする試みを紹介す

る[1]。また、これらを DNA
ナノ構造体をテンプレート

として周期的に配置するこ

とで集団で大きな力を発生

させるような応用について

も紹介する[2]。生物の体の

中では、少数の分子マシンが

個別に働く場合と、筋肉や鞭

毛・繊毛のように、多数の部

品が協調して働く場合があ

る。本研究のような構成的な

研究は、分子の自律的な運動

が引き起こす現象を理解し

たり、分子間の協調の仕組み

を理解するために非常に有

効であると考えている。 
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